
恒
例
の
中
国
研
修
旅
行
、
今
年
で
十
七
回
目
で
あ
る
。
よ
く
ぞ
十
七
回
も
廻
っ
た
も
の
で
あ

る
。
さ
す
が
に
中
国
は
広
い
。
然
し
、
行
き
た
い
所
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
。

さ
て
、
我
が
国
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
一
五
〇
六
年
ス
ペ

イ
ン
・
ナ
パ
ラ
・
ザ
ビ
エ
ル
城
に
生
れ
、
一
五
四
九
年
、
鹿
児
島
、
大
分
、
平
戸
、
そ
し
て
京

都
、
山
口
と
布
教
し
、
一
五
五
一
年
日
本
を
離
れ
て
ゴ
ア
に
戻
っ
た
が
、
ゴ
ア
で
再
び
中
国
へ

の
布
教
を
考
え
、
広
東
省
の
南
方
に
あ
る
上
川
島
に
上
陸
し
た
。
し
か
し
不
幸
に
し
て
翌
五
十

二
年
十
二
月
、
病
を
得
て
同
島
で
死
去
さ
れ
た
。

今
年
は
、
そ
の
ザ
ビ
エ
ル
生
誕
五
〇
〇
年
記
念
の
年
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
の
研
修
地
は
ザ

ビ
エ
ル
終
焉
の
地
上
川
島
を
中
心
に
広
東
省
を
巡
る
事
に
し
た
。
昨
年
の
研
修
地
・
福
建
省
の

す
ぐ
隣
で
あ
る
。

十
月
二
十
四
日
朝
、
福
岡
空
港
よ
り
広
州
直
行
の
予
定
が
便
の
都
合
で
台
北
経
由
で
行
っ
た

の
で
予
定
よ
り
一
時
間
程
お
そ
く
な
っ
た
。
夕
刻
香
港
空
港
着
、
早
速
高
台
の
展
望
所
へ
行
き
、

す
ば
ら
し
い
香
港
夜
景
を
な
が
め
た
。
長
崎
も
か
つ
て
は
「
東
洋
の
ナ
ポ
リ
」
と
云
っ
て
誇
っ

た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
ど
う
し
て

く
、
ネ
オ
ン
に
輝
く
高
層
ビ
ル
の
林
立
す
る
香
港
の
夜

景
は
正ま
さ

し
く
百
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
見
と
れ
る
。
山
を
下
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
四
川
風

料
理
を
い
た
だ
き
、
ホ
テ
ル
で
第
一
夜
を
す
ご
し
た
。

翌
二
十
五
日
、
香
港
市
内
の
遺
跡
見
学
、
先
ず
文
武
廟
に
行
く
。
其
処
は
一
八
四
〇
年
代
の

建
設
で
香
港
で
一
番
古
い
廟
と
云
わ
れ
、
文
を
つ
か

さ
ど
る
文
昌
帝
と
武
の
関
帝
を
祀
る
美
し
い
お
堂
が

幾
棟
も
あ
っ
た
。
堂
内
で
先
ず
驚
い
た
の
は
　
径
一

米
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
渦
巻
状
の
線
香
が
天
井
か
ら

何
本
も
吊
り
下
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
本
燃
え

つ
き
る
の
に
一
週
間
は
か
か
る
そ
う
で
あ
る
。
廟
の

前
の
通
り
の
名
が
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
通
り
」
と
言
う
の

に
は
驚
い
た
。
荷
李
活
道
（
古
董
街
）
と
中
国
語
で

書
か
れ
て
い
た
。

次
い
で
黄
大
仙
廟
に
行
く
。
こ
こ
は
、
又
、
カ
ラ

フ
ル
の
華
や
か
な
廟
で
あ
っ
た
。
黄
、
赤
、
緑
、
金
色

等
の
美
し
い
建
物
が
広
い
敷
地
に
幾
棟
も
建
っ
て
お
り
、
中
国
で
は
有
名
な
道
教
寺
院
で
、「
砂

を
萬
病
に
効
く
薬
に
変
え
る
術
」
を
仙
人
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
黄
大
仙
が
こ
こ
の
本
尊
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
の
境
内
の
一
隅
に
数
十
軒
が
並
ぶ
占
師
の
店
が
あ
っ
た
。
日
本
語

も
英
語
も
O
K
、
廟
の
後
に
は
広
大
な
美
し
い
庭
園
が
あ
り
、
其
処
に
は
岩
山
も
あ
り
池
も
あ

り
、
私
は
道
を
迷
い
な
が
ら
集
合
時
間
に
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
町
に
は
二
階
建
の
バ
ス
と
電

車
が
賑
や
か
に
走
っ
て
い
た
。

夕
刻
、
列
車
で
広
州
へ
行
く
、
こ
こ
は
広
東
省
の
首
都
で
あ
る
。
翌
朝
は
先
ず
西
漢
南
越
王

博
物
館
へ
行
く
。

こ
こ
は
一
九
八
三
年
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
前
漢
時
代
の
南
越
国
第
二
代
の
王
趙
眛
の
墓
で
、

秦
国
崩
壊
後
、
秦
の
将
軍
趙
陀
が
南
越
国
を
建
て
初
代
の
王
と
な
り
、
こ
こ
広
州
を
都
と
し
た
。

今
回
発
見
さ
れ
た
二
二
〇
〇
年
以
前
の
墓
の
中
に
は
一
〇
〇
〇
点
以
上
の
埋
葬
品
が
あ
り
、
墓

の
後
に
は
博
物
館
が
あ
り
、
其
処
に
は
そ
の
品
々
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。

王
の
墓
は
宏
大
な
石
室
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
其
れ
を
保
存
す
る
為
に
つ
く

ら
れ
た
に
建
て
ら
れ
た
建
物
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
博
物
館
の
展
示
品
の
中
で
は
青
銅
器
や
陶

器
、
玉
石
器
な
ど
多
く
の
品
々
の
中
、
特
に
糸
縷
玉
衣
が
一
番
目
に
つ
い
た
。
こ
れ
は
一
一
九

一
枚
の
玉
片
と
赤
い
シ
ル
ク
の
糸
で
織
ら
れ
た
衣
装
で
、
二
〇
〇
〇
年
前
に
埋
葬
さ
れ
た
王
の

全
身
が
、
こ
れ
で
覆
わ
れ
て
い
た
と
の
事
で
あ
る
。

次
い
で
広
州
博
物
館
へ
行
っ
た
。
こ
こ
の
建
物
は
明
代
の
一
三
八
〇
年
、
広
州
城
の
楼
と
し

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
五
層
楼
で
赤
茶
色
に
彩
色
さ
れ
た
大
型
の
建
築
で
、
こ
こ
か
ら
望
む

広
東
湾
の
大
海
原
を
鎮
め
る
願
い
を
込
め
て
之
の
楼
を
鎮
海
楼
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。

展
示
品
も
広
東
省
の
成
立
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の
歴
史
的
遺
品
が
展
示
し
て
あ
り
、
ま
た
広

場
に
は
ア
ヘ
ン
戦
争
時
代
の
、
旧
式
な
中
国
砲
や
当
時
中
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
注
文
し
た
洋
式

砲
な
ど
多
数
展
示
し
て
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
街
を
見
下
す
と
、
は
る
か
彼
方
に
孫
中
山
記
念
碑
の
塔
が
望
め
た
。

次
に
訪
れ
た
の
が
六
榕
寺
で
あ
る
。
こ
こ
は
五
三
七
年
に
創
建
と
い
う
か
ら
一
四
〇
〇
年
以

上
の
歴
史
を
有
す
る
古
寺
で
、
も
と
は
浄
慧
寺
と
い
っ
た
が
、
詩
人
と
し
て
有
名
な
蘇
東
坡
が

こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
、
境
内
に
六
本
の
大
き
な
榕
樹
が
生
え
て
い
る
の
で
六
榕
と
詠
ん
だ
漢
詩

が
あ
る
事
か
ら
六
榕
寺
と
な
っ
た
と
い
う
。
又
、
境
内
に
は
佛
像
や
舎
利
塔
が
多
く
見
ら
れ
た

が
、
敷
地
の
中
心
に
九
層
の
舎
利
塔
、
花
塔
と
云
う
佛
像
が
多
数
祀
ら
れ
以
前
は
千
仏
塔
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
の
事
。

塔
は
高
さ
五
十
七
米
。
こ
の
塔
の
頂
上
ま
で
挑
戦
す
る
者
数
名
、
狭
く
高
い
段
は
二
〇
〇
、

で
も
頂
上
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
見
晴
ら
し
に
疲
れ
も
消
え
る
思
い
だ
っ
た
。

夕
刻
バ
ス
で
台
山
へ
。
途
中
小
高
い
丘
の
上
に
さ
き
程
の
花
塔
そ
っ
く
り
の
塔
が
目
に
か
か

り
、「
あ
ん
な
山
の
上
に
資
材
の
運
搬
は
…
」
な
ど
と
余
計
な
心
配
を
す
る
。

更
に
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
二
時
間
余
、
台
山
と
は
聞
い
た
事
も
な
い
町
、
か
な
り
の
都
会
で
は
あ

る
が
、
上
川
島
に
渡
る
た
め
の
湊
町
で
あ
る
と
言
う
。
港
の
ガ
イ
ド
の
女
性
の
胸
の
名
札
に
川
島

と
あ
っ
た
か
ら
彼
女
の
名
か
と
思
っ
た
ら
、
上
川
島
と
隣
の
下
川
島
を
川
島
と
云
う
ら
し
い
。

台
山
に
一
泊
、
い
よ

く
上
川
島
へ
。

先
ず
バ
ス
で
山
咀
埠
頭
へ
行
く
、
そ
こ
か
ら
高
速
船
で
約
三
〇
分
で
島
の
三
洲
埠
頭
へ
上
陸
。

思
っ
た
よ
り
大
き
な
島
で
あ
っ
た
。

バ
ス
で
い
よ

く
ザ
ビ
エ
ル
教
会
へ
。「
方
済
各
・
沙
勿
略
」
こ
れ
で
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
」
と
読
む
。
墓
の
上
に
建
て
ら
れ
た
小
さ
な
教
会
で
目
下
外
装
修
復
工
事
中
で
あ
っ

た
。
中
で
は
ミ
サ
が
あ
っ
て
い
た
が
快
く
私
達
を
中
に
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
教
会
で
は
前
の
席

に
座
ら
せ
て
戴
き
、
聖
書
と
賛
美
歌
を
合
唱
、
教
会
内
に
あ
る
墓
石
の
前
で
神
父
さ
ん
と
共
に

写
真
に
う
つ
り
、
今
回
の
研
修
旅
行
第
一
の
目
的
を
有
意
義
に
明
る
く
終
え
る
事
が
出
来
た
。

次
い
で
樂
川
大
佛
に
行
く
。
こ
れ
は
観
光
用
で
あ
ろ
う
か
、
岩
の
上
に
ど
っ
か
と
坐
っ
た
大
佛

さ
ま
。
後
の
洞
窟
内
に
は
十
八
羅
漢
や
佛
像
な
ど
、
女
性
の
佛
さ
ん
は
あ
り
皆
美
人
で
あ
っ
た
。

丘
を
下
り
る
と
美
し
く
広
大
な
砂
浜
飛
沙
灘
、
東
洋
の
ハ
ワ
イ
と
も
云
わ
れ
る
砂
浜
が
あ
り
、

ス
ク
ー
タ
ー
を
走
ら
せ
た
り
、
靴
を
脱
い
で
足
を
水
に
浸
し
た
り
楽
し
く
遊
ん
だ
。
然
し
目
下

は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
あ
り
、
海
岸
の
ホ
テ
ル
街
に
は
人
の
姿
が
見
当
ら
な
か
っ
た
。

翌
日
、
最
後
の
目
的
地
マ
カ
オ
へ
、
高
速
船
と
バ
ス
で
有
名
な
聖
ポ
ー
ル
天
主
堂
跡
に
行
く
、

正
面
外
壁
の
み
残
す
こ
の
教
会
。
一
八
三
五
年
の
火
災
の
あ
と
修
復
さ
れ
た
壁
面
の
美
し
い
彫

刻
の
数
か
ず
、
博
物
館
と
地
下
聖
堂
、
古
い
お
墓
な
ど
見
る
べ
き
物
が
多
か
っ
た
。

こ
こ
の
前
の
通
り
に
は
古
い
洋
館
や
教
会
な
ど
、
人
通
り
が
多
い
。

次
に
ミ
カ
エ
ル
墓
地
を
経
て
媽
祖
閣
廟
に
行
く
。
こ
こ
は
マ
カ
オ
最
古
の
寺
院
と
し
て
崇
敬

さ
れ
、
媽
祖
や
観
音
、
そ
の
他
種
々
の
神
が
祀
っ
て
あ
り
、
大
き
な
石
に
彫
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ク

な
ど
珍
し
い
物
が
多
か
っ
た
。

い
よ

く
行
程
も
最
後
に
近
づ
く
。
海
岸
近
い
所
に
あ
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

教
会
、
こ
こ
は
聖
人
の
遺
品
を
祀
る
た
め
一
九
二
八
年
建
立
さ
れ
た
ク
リ
ー
ム
色
の
明
る
い
建

物
、
中
央
の
広
場
を
は
さ
ん
で
両
側
の
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の
屋
根
を
貫
く
大
き
な
榕
樹
が
何

本
も
あ
っ
て
面
白
い
。

マ
カ
オ
の
波
止
場
よ
り
船
に
乗
り
新
し
い
香
港
の
空
港
に
行
く
。
そ
の
飛
行
場
の
広
い
こ
と

に
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
長
崎
に
着
い
た
の
は
夜
の
十
二
時
近
か
っ
た
。

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
理
事
）

○
あ
と
十
枚
、
暦
を
め
く
る
と
平
成
十
九
年
一
月
一
日
と
な
る
。

○
一
八
〇
〇
年
こ
ろ
編
纂
さ
れ
た
「
長
崎
名
勝
図
」
を
読
む
と
、
西
山
の
禅
寺
・
祇ぎ

樹じ
ゅ

林り
ん

内
に
「
芭
蕉
翁
の
歳
旦
塚
あ
り
」
と
記
し
て
あ
る
。
故
丹
羽
漢
吉
先
生
注
の
長
崎

名
勝
図
絵
に
は
、
今
は
祇
樹
林
・
廃
寺
と
な
る
も
寺
跡
の
石
壁
に
歳
旦
の
句
碑
の
こ

れ
り
、
そ
の
句
に
い
う
「
長
崎
の
歳
旦
も
ら
ふ
歳
暮
哉
」。
歳
旦
と
は
一
月
一
日
の

こ
と
で
あ
り
、
又
は
其
の
日
を
祝
う
句
を
言
う
と
あ
っ
た
。
但
し
先
学
は
私
に
「
こ

の
句
は
芭
蕉
に
は
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
事
が
あ
る
。

○
年
末
を
む
か
え
る
と
事
務
局
は
来
年
一
月
に
発
刊
す
る
「
な
が
さ
き
の
空
」
特
集
十

八
号
編
纂
で
忙
し
く
な
っ
た
。
事
務
局
で
は
先
ず
本
年
一
月
よ
り
十
二
月
ま
で
毎
月

発
刊
し
た
「
な
が
さ
き
の
空
」
を
整
理
し
、
次
に
特
集
編
と
し
今
回
は
江
戸
時
代
の

長
崎
料
理
を
白
芦
華
が
記
し
た
「
料
理
集
」
を
掲
載
す
る
事
に
し
て
、
本
会
古
文
書

会
の
宮
田
修
二
・
川
原
清
の
両
氏
を
中
心
に
整
理
し
て
戴
い
た
。

○
二
十
六
聖
人
記
念
館
の
結
城
了
悟
神
父
よ
り
長
崎
開
港
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
活
躍
を

一
五
九
五
年
当
時
の
ア
ポ
ロ
ジ
ャ
、
イ
エ
ズ
ス
会
通
信
等
を
引
か
れ
て
研
究
を
ま
と

め
ら
れ
た
「
長
崎
開
港
と
其
の
発
展
の
道
」
を
い
た
だ
い
た
。
長
崎
史
研
究
者
に
と

っ
て
は
多
く
の
新
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
是
非
一
読
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
資
料

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。（
同
書
は
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
希
望
者

は
本
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
（
一
、
二
〇
〇
円
））

○
歌
人
宮
田
カ
イ
子
女
史
よ
り
歌
集
「

け
い

惑わ
く

」
を
戴
い
た
。
同
書
に
序
文
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
有
馬
朗
人
先
生
（
前
文
部
大
臣
）
は
「
女
史
の
短
歌
は
先
ず
其
の
歯
ぎ
れ
の

良
さ
に
注
目
す
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

○
十
二
月
三
十
一
日
夜
は
本
会
と
長
崎
史
談
会
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
三
十
一
日
夜
の

「
除
夜
の
鐘
」
よ
り
諏
訪
・
伊
勢
・
松
森
の
新
年
三
社
初
ま
い
り
に
参
加
さ
れ
る
方

は
同
夜
十
一
時
半
ま
で
に
伊
良
林
光
源
寺
本
堂
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。
川
崎
道
利
先

生
が
御
案
内
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
十
九
年
一
月
は
、
五
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
事
務
所
を
開
き
ま
す
。

風
信

二
九
三
号
　
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日

第
十
七
回
　
中
国
研
修
旅
行
報
告

マカオ・聖ポール天主堂跡にて

川
崎
　
道
利


